
はじめに、令和６年１月１日に発生した能登半島地震で亡くなら
れた方々に対し、深く哀悼の意を表しますとともに、被害に遭われ
た皆様に、心よりお見舞いを申し上げます。地震による多数の家屋
倒壊や津波による被害状況などは、東日本大震災で被害を受けた福
島県の姿とも重なり、大変心が痛む思いです。わずかでも能登半島
の復旧復興の励みとなるよう、本県の復興の姿を情報発信していく
とともに、次世代を担う子どもたちが、夢や希望をもって農業に取
り組むことができるように、今後
も挑戦を絶えず続けてまいります。
今年度は２県３名の方に福耕支援
隊として相双地方の復興にご協力頂
きました。そのご活躍の様子を今回
の福興レターでお届けします。
皆様より頂いたこれまでの御支援
に心から感謝申し上げますとともに、
皆様のご健康とご活躍をお祈り申し
上げます。

福島県農林水産部次長（農村整備担当） 宍 戸 潤 一

飯舘村の長泥地区におい
ては、除去土壌を再生資源
化して農地造成に利用する
実証事業を実施しています。

試験栽培の実施状況を調
査しました。

※背景写真：原町南部地区 田植えの様子



箇所数 名 称 箇所数 名 称 箇所数 名 称 箇所数 名 称 箇所数 名 称

農
林
水
産
省

8局

北海道、関東、
北陸、東海、
近畿、中国四国、
九州、沖縄

8局

北海道、関東、
北陸、東海、
近畿、中国四国、
九州、沖縄

7局

北海道、関東、
北陸、東海、
近畿、中国四国、
沖縄

7局

北海道、関東、
北陸、東海、
近畿、中国四国、
沖縄

7局

北海道、関東、
北陸、東海、
近畿、中国四国、
沖縄

都
道
府
県

27
道府県

北海道、青森、栃木、
群馬、新潟、静岡、
富山、石川、福井、
長野、山梨、岐阜、
滋賀、愛知、京都、
大阪、島根、岡山、
広島、山口、愛媛、
香川、福岡、長崎、
大分、宮崎、沖縄

16
道県

北海道、青森、
秋田、栃木、
群馬、埼玉、
神奈川、新潟、
山梨、長野、
滋賀、山口、
愛媛、福岡、
大分、沖縄

12
道県

北海道、青森、
秋田、栃木、
埼玉、新潟、
山梨、滋賀、
山口、愛媛、
大分、沖縄

11
道県

北海道、青森、
秋田、栃木、
埼玉、新潟、
滋賀、山口、
愛媛、大分、
沖縄

11
道県

北海道、青森、
秋田、栃木、
埼玉、新潟、
滋賀、山口、
愛媛、大分、
沖縄

市
町
村

3市
新潟県新発田市
富山県富山市
富山県南砺市

6市

新潟県新発田市
富山県富山市
福井県大野市
新潟県小千谷市
富山県南砺市
長崎県諫早市

4市

新潟県新発田市
富山県富山市
福井県大野市
長崎県諫早市

4市

新潟県新発田市
福井県大野市
岡山県総社市
長崎県諫早市

県
2

事務所
県中農林事務所
相双農林事務所

1
事務所

相双農林事務所
1

事務所
相双農林事務所

1
事務所

相双農林事務所
1

事務所
相双農林事務所

市
町
村

5市町

須賀川市、
相馬市、南相馬市、
広野町、
新地町

7市町

須賀川市、
相馬市、南相馬市、
広野町、新地町、
楢葉町、浪江町

7市町

須賀川市、
相馬市、南相馬市、
広野町、新地町、
楢葉町、浪江町

6市町

相馬市、
南相馬市、
広野町、新地町、
楢葉町、浪江町

6市町

相馬市、
南相馬市、
広野町、新地町、
楢葉町、浪江町

箇所数 名 称 箇所数 名 称 箇所数 名 称 箇所数 名 称 箇所数 名 称

農
林
水
産
省

8局

北海道、関東、
北陸、東海、
近畿、中国四国、
九州、沖縄

7局

東北、関東、
北陸、東海、
近畿、中国四国、
九州

5局
東北、関東、
東海、近畿、
中国四国

2局 東北、中国四国 1局 東北

都
道
府
県

11
道県

北海道、青森、
秋田、栃木、
埼玉、新潟、
滋賀、山口、
愛媛、大分、
沖縄

10
道県

青森、秋田、
栃木、埼玉、
新潟、神奈川、
滋賀、愛媛、
大分、沖縄

10県

青森、秋田、
栃木、埼玉、
新潟、長野、
静岡、滋賀、
愛媛、沖縄

9県

青森、秋田、
栃木、埼玉、
新潟、長野、
静岡、滋賀、
沖縄

7県

青森、秋田、
埼玉、新潟、
静岡、滋賀、
沖縄

市
町
村

3市
福井県大野市
岡山県総社市
長崎県諫早市

2市
長崎県諫早市、
鹿児島県日置市

県
1

事務所
相双農林事務所

1
事務所

相双農林事務所
1

事務所
相双農林事務所

1
事務所

相双農林事務所
1

事務所
相双農林事務所

市
町
村

7市町

相馬市、南相馬市、
広野町、新地町、
楢葉町、浪江町、
川内村

5市町
相馬市、南相馬市、
新地町、楢葉町、
浪江町

5
市町村

南相馬市、
新地町、楢葉町、
浪江町、飯舘村

5
市町村

南相馬市、
富岡町、楢葉町、
浪江町、飯舘村

2町村 浪江町、飯舘村

箇所数 名 称 箇所数 名 称 箇所数 名 称

農
林
水
産
省

1局 東北 1局 東北 1局 東北

都
道
府
県

7県

青森、秋田、
埼玉、新潟、
静岡、滋賀、
沖縄

4県
青森、新潟、
静岡、滋賀

2県 新潟、滋賀

市
町
村

県
1

事務所
相双農林事務所

1
事務所

相双農林事務所
1

事務所
相双農林事務所

市
町
村

2町村 双葉町、飯舘村 2町村 双葉町、飯舘村 2町村 双葉町、飯舘村

派
遣
元

派
遣
先

人数 5名

13名

13名 9名

区分
令和5年度

派
遣
元

派
遣
先

人数 97名 65名 17名196名

区分
平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

令和3年度 令和4年度

平成28年度

派
遣
元

派
遣
先

人数 294名 353名 307名 258名 241名

区分
平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度



昨年度に引き続き、令和５年度を振り返って、当所農村整備部の主なトピックを書き出し
ました。

１.原町東地区（南相馬市原町区）、真野地区（南相馬市鹿島区）、八沢地区（相馬市・南相
馬市鹿島区）の事業完了
平成２５年度から着手した大規模な（合計面積A=838.1ha）ほ場整備の３地区が事業完了を

迎えました。３地区とも工事のみならず、様々な非農用地調整を経て完了に漕ぎ付け、まさ
に工事担当・換地担当全員による総力戦の成果でした。

２.ほ場整備における新たな取組～畑地化の推進、管理省力化～
復興ほ場整備においても高収益作物の導入を進めています。令和４年度に着手した小屋木

地区（南相馬市小高区）では、受益面積の過半を畑地に転換整備する工事に着手した他、地
区面積の大半を畑地化する計画地区も生まれつつあるなど、「営農再開」だけではなく、持
続可能な農業の定着に向けた動きが広がっています。

また、畦畔等の草刈りに大型機械の導入を図るため、幅広畦畔や額縁農道の導入も進んで
います。

このような明るい成果を生み出せている土台は、大震災直後からの長きに渡る、福耕支援
隊の皆さんの御支援のおかげであることを、日々肝に銘じているところです。
これからも、継続する復興事業地区の一日も早い完了を目指しつつ、新たな事業地区の一

日も早い着手を進めていくことが、当事務所農村整備部の使命と考えています。
福耕支援隊の皆様には、是非この地域を再び訪れていただき、皆様の取組の成果を感じて

いただきたいと思うとともに、引き続きの御支援・応援を賜りますようお願い申し上げます。

相双農林事務所 農村整備部長 先﨑 秋実

相双地方の営農再開の状況について

津波被災、及び原子力被災12市町村におけるほ場整備事業
は、令和6年3月末時点で、3,601ha（44地区）の農地で展開され
ており、うち、2,700ha（75.0%）で営農再開が可能な状態まで整
備を完了しました。
特に、令和５年度には新たに原町東地区、真野地区、八沢地

区が事業完了し、震災後のほ場整備で完了した地区は計6地区
となりました。
（R1：作田前地区、R2：金沢・北泉地区、R3：和田地区）
令和6年度は35地区で引き続き事業を実施予定であり、整備

残面積は901haです。



新地町

相馬市

葛尾村

大熊町

富岡町
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浪江町

双葉町



新地町

相馬市

葛尾村
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富岡町

川内村

楢葉町

広野町
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南相馬市

浪江町

双葉町



滋
賀
県
か
ら
派
遣
さ
れ
ま
し
た

山
田
直
明
で
す
。
令
和

年
度
は

団
体
営
災
害
復
旧
事
業
の
災
害
査

定
や
計
画
変
更
な
ど
の
業
務
に
従

事
し
、
今
年
度
は
、
農
村
整
備
第

一
課
に
て
、
初
め
て
ほ
場
整
備
工

事
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
工
事
を
担
当

し
、
非
常
に
貴
重
な
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
、
初
め
て
の
こ
と
で
、
戸
惑

う
こ
と
が
多
く
、
至
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

し
た
が
、
周
囲
の
皆
様
に
、
仕
事
の
流
れ
や

工
事
内
容
、
予
算
な
ど
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
１
年
間
を

な
ん
と
か
無
事
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
規
模
の
大
き
な
工
事
、
膨
大
な
予
算
と

目
の
前
の
業
務
に
追
い
立
て
ら
れ
、
し
っ
か

り
と
整
理
も
せ
ず
に
、
や
り
散
ら
か
し
て
い

く
形
と
な
り
、
後
任
の
方
に
多
大
な
御
迷
惑

を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

少
し
心
残
り
で
す
。

年
間
と
長
い
期
間
の

よ
う
で
し
た
が
、
日
々
を
過
ご
す
だ
け
で
精

一
杯
で
あ
っ
と
い
う
間
に
、
こ
の
年
度
末
を

迎
え
ま
し
た
。

業
務
以
外
で
は
、
こ
の

年
間
で
、
見
て
、

食
べ
て
、
飲
ん
で
、
温
泉
に
入
っ
て
と
福
島

を
か
な
り
満
喫
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

中
で
も
趣
味
で
あ
る
登
山
で
は
、
高
山
植
物

が
た
く
さ
ん
の
山
や
、
紅
葉
の
山
、
雪
渓
が

残
る
山
な
ど
行
く
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
、

昨
年
度
は
行
け
な
か
っ
た
樹
氷
を
今
年
は
見

に
行
く
こ
と
が
で
き
、
福
島
県
の
自
然
の
雄

大
さ
に
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
福

島
の
常
磐
も
の
の
魚
や
日
本
酒
も
非
常
に
お

い
し
く
、
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
食
べ
た
い

物
、
飲
み
た
い
物
、
登
り
た
い
山
が
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
福
島
県
に
訪
れ
た
い
で
す
。

終
わ
り
に
、
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農村整備第一課
山田 直明副主査

（滋賀県）

４

２

▲冬山の樹氷にて ▲ソフトボール大会に向けた夜間練習

２



東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

年
が
経
ち
ま
し
た
。
私
は
大
震
災

が
起
き
た
時
は
新
潟
県
に
居
て
、

震
度

の
揺
れ
が
起
き
た
事
を
覚

え
て
い
ま
す
。
こ
の
大
地
震
で
福

島
県
、
他
近
県
に
大
き
な
大
災
害

が
起
き
て
い
た
こ
と
は
想
像
も
付

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

福
島
県
は
全
国
の
都
道
府
県
で
面
積
が

番
目
と
大
き
く
、
隣
の
新
潟
県
は
全
国

番

目
に
大
き
な
と
こ
ろ
で
す
。
会
津
若
松
市
、

猪
苗
代
町
、
い
わ
き
市
に
は
何
度
か
来
た
事

が
あ
り
ま
し
た
が
、
被
災
の
大
き
か
っ
た
南

相
馬
市
方
面
は
、
何
処
も
地
名
が
解
ら
な
い

と
こ
ろ
ば
か
り
で
し
た
。
こ
の
大
災
害
で
、

原
発
事
故
の
付
近
か
ら
各
所
被
災
地
を
見
て

き
ま
し
た
が
、
大
き
な
被
災
を
受
け
た
こ
と

に
悲
痛
な
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

現
在
、
福
島
県
は
復
興
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
ま
だ
簡
単
に
復
興
で
き
な
い
と
こ
ろ
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
、
道
の
り
が
長
い
と
痛
感
し

ま
す
。
復
興
を
遂
げ
た
農
地
・
農
業
用
施
設

に
よ
り
、
徐
々
に
営
農
が
再
開
さ
れ
て
来
ま

し
た
が
、
地
域
に
よ
っ
て
復
興
の
進
み
が
異

な
る
こ
と
も
実
感
し
ま
し
た
。

私
は
こ
の
復
興
基
盤
総
合
整
備
業
務
に
携

わ
り
ま
し
た
が
、
技
術
的
に
難
し
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
福
島
県
職
員
の
皆
様
に
ご

指
導
頂
き
な
が
ら
技
術
業
務
や
地
域
の
方
々

と
の
調
整
等
、
大
き
な
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

新
潟
県
の
中
越
地
方
で
も
、
２
０
０
４
年

月

日(

土)

時

分
に
震
度

の
大
地

震
「
新
潟
県
中
越
地
震
」
が
発
生
し
ま
し
た
。

東
京
と
つ
な
が
る
上
越
新
幹
線
は
脱
線
事
故

を
起
こ
し
、
河
川
・
ダ
ム
の
崩
壊
、
農
地
も

広
い
地
域
で
大
災
害
が
起
き
ま
し
た
。
こ
の

災
害
復
旧
で
福
島
県
職
員
の
方
々
が
新
潟
県

中
越
地
区
へ
応
援
に
来
て
く
だ
さ
り
、
新
潟

県
復
興
支
援
に
携
わ
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
福

島
県
職
員
の
皆
様
に
は
本
当
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

こ
の
東
日
本
大
震
災
で
大
災
害
が
起
き
た

福
島
県
、
一
日
も
早
く
復
旧
・
復
興
が
進
み
、

営
農
も
再
開
し
て
地
域
活
性
化
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

農村整備第一課
富井 博文主査

（新潟県）

４
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▲担当現場での暗渠布設の様子

５
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７



新
潟
県
か
ら
派
遣
さ
れ
ま
し
た

関
敏
明
で
す
。
震
災
と
原
発
事
故

か
ら

年
が
経
過
し
、
一
歩
ず
つ

着
実
に
復
興
が
進
ん
で
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
避
難
指
示
が
出
さ

れ
た
地
域
の
営
農
再
開
率
は
、
南

相
馬
市
で

割
近
く
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
南
相
馬
市
の
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
産
出
額
は
、
農
林
水
産
省
が
公
表
し

て
い
る
市
町
村
別
で
福
島
県
内
１
位
、
全
国

で
も
上
位
に
入
る
な
ど
、
大
き
な
産
出
額
を

誇
っ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
聞
き
し
、
そ
の

復
興
の
一
部
分
に
自
分
が
携
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す

担
当
す
る
真
野
地
区
は
今
年
が
完
了
年
度

で
す
。
課
題
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
整
理
し
、
地

域
の
担
い
手
、
土
地
改
良
区
等
と
工
事
及
び

換
地
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
共
有
し
、

月
の

事
前
説
明
会
、
１
月
の
権
利
者
会
議
で
疑
義

は
出
さ
れ
ず
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
補
完
工
事

の
と
り
ま
と
め
の
仕
事
が
で
き
た
の
は
、
非

常
に
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
関
係
者

と
地
域
を
歩
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
き
め

細
か
く
対
応
し
、
設
計
に
反
映
さ
せ
る
。
こ

の
仕
事
で
は
、
福
島
県
の
職
員
の
皆
様
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

福
島
と
新
潟
は
隣
県
で
あ
り
、
歴
史
的
に

も
文
化
的
に
も
つ
な
が
り
が
深
い
で
す
。
私

の
生
ま
れ
育
っ
た
魚
沼
は
只
見
町
と
接
し
、

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
始
発
で
あ
り
終
点
で
す
。
只

見
線
は
、
一
昨
年
の

月
に
、

年
ぶ
り
に

全
線
で
復
旧
し
、
い
ま
多
く
の
利
用
客
で
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
新
潟
か
ら
来
る

人
た
ち
と
会
津
若
松
駅
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
、

福
島
の
観
光
を
す
る
の
が
こ
の
１
年
間
で
何

組
も
あ
り
ま
し
た
。
会
津
東
山
温
泉
、
福
島

飯
坂
温
泉
は
お
す
す
め
で
す
。
観
光
地
は
特

に
、
塔
の
へ
つ
り
や
大
内
宿
は
好
評
で
し
た
。

こ
れ
も
復
興
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。
線
路
が
つ
な
が
り
、
人
が
つ
な
が

り
、
未
来
が
つ
な
が
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
選
択
肢
も
あ
っ
た
中
で
、
地
元
調
整
、
Ｊ

Ｒ
協
議
な
ど
只
見
線
の
復
活
に
主
体
的
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
福
島
県
に
心
よ
り
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
奇
跡
の
復
活
で

す
。こ

の
一
年
で
、
福
島
の
た
く
さ
ん
の
美
味

し
い
食
べ
物
や
日
本
酒
、
自
然
、
歴
史
、
伝

統
文
化
な
ど
の
魅
力
を
数
多
く
体
験
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
私
に
と
っ
て
福
島
は
深
い

思
い
入
れ
の
あ
る
第
二
の
ふ
る
さ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
福
島
と
の
つ
な
が
り

を
持
ち
、
応
援
団
と
な
っ
て
支
援
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

農村整備第二課
関 敏明主査

（新潟県）
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▲大内宿での１枚



発行元︓福島県農村振興技術連盟
（編集 福島県農村計画課）

電話︓０２４－５２１－７４０６
FAX︓０２４－５２１－７５４５

震災から10年を機に、
福島県は、「ふくしまから はじめよう。」からの
バトンを渡す、新スローガンを策定しました。
「はじめる」から、「かなえる」へ。
ひとりひとりの力を重ね、それぞれの思いを繋ぎ、
ともに、ひとつずつ、しっかりと、
カタチにし続けていこうと。


